
特
集
1

北
海
道
の
自
然
環
境
調
査
か
ら

渡
島
半
島
の
日
本
海
岸
を
巡

っ
て

1
そ
の
地
学
的
観
察

桧
山
と
狩
場
茂
津
多
両
道
立
自
然
公
園
の
自
然

①

八
木

健
三

やぎ けんぞう
1914年 長野市生まれ。

1938年 東北大学卒業。

東北大学、北海道大学、

北星学園大学の教授を歴

任し、現在北大、東北大

名誉教授:、日本の森と自

然を守る全国連絡会会長。

本協会の前会長。自然と

人との賢明な共存の道を

探る。

モ

ツ

タ

ス

ッ

ツ

狩
場
茂
津
多
道
立
自
然
公
園
は
寿
都
半
島
の
弁
慶
岬
に
始

ミ

ダ
レ

ま
り
、
日
本
海
に
沿
い
南
は
北
桧
山
町
の
水
垂
岬
ま
で
の
び

る
が
、
面
積
で
は
狩
場
山
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。

一
方
桧

山
道
立
自
然
公
園
は
水
垂
岬
に
近
い
大
成
町
の
尾
花
岬
に
始

イ

オ
ウ

ま
り
、
江
差
の
鴎
島
を

へ
て
上
ノ
国
夷
王
山
に
い
た
る
日
本

海
岸
に
わ
た
り
、
さ
ら
に
奥
尻
島
全
島
が
含
ま
れ
て
い
る
。

面
積
は
両
者
を
合
せ
て
約
四
万
㎞

(
四
〇
〇
平
方
㎞
)
弱
で

あ
る

(図
1
)
。

こ
の
地
域
は
、
地
質
学
的
に
は
西
南
北
海
道

に
属
す
る
渡

島
半
島
の
日
本
海
沿
岸
部
を
し
め
、
本
州
か
ら

の
び
る
東
北

弧
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
千
島
よ
り
の
び
る
千
島
弧
の
会
合
部

に
当
る
。
す
な
わ
ち
、
中
生
代
以
前
の
基
盤
の
上
に
、
新
生

代
第
三
紀
以
後
の
火
山
活
動
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
島
弧

の
内
帯
に
あ
る
グ
リ
ー
ソ
タ
フ

(緑
色
凝
灰
岩
)
地
域
に
属

し
、
そ
の
火
山
活
動
は
第
四
紀
に
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
日
高
か
ら
根
室
に
か
け
て
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
は
、

島
弧
の
外
帯
に
属
す
る
非
グ
リ
ー
ソ
タ
フ
地
域

で
、
新
生
代

以
後
火
山
活
動
は
全
く
お
こ
な
わ
れ
ず
、
堆
積
作
用
が
卓
越

し
、
両
地
域
の
対
照
は
い
ち
じ
る
し
い
。

二
、

三
年
前
、

協
会

の

「
北
海

道

の
美
林

ツ

ア
ー
」

で
日

本

海

沿
岸

を

バ

ス
で
走

っ
て
い
た
と

き
、

「
道
東

の
太
平
洋

沿
岸

と
、

こ
ち

ら

の
日
本
海

沿
岸

と

で
、

風
景

が
た

い

へ
ん

違

う

の
は
何

故

で
し

ょ
う

か
」

と

い
う
質
問

が
会

員

か
ら
出

た

こ
と
が

あ

っ
た
。

実
は

こ
れ

こ
そ

上

に
の

べ
た
グ

リ
ー

ン

タ

フ
地
域

と
非

グ

リ
ー

ソ
タ

フ
地
域

の
生

い
立

ち

の
差
を

示

し
た

も

の
だ
。

日
本

海
側

で
は
大
量

の
火

山
岩
類

が
噴

出

し

た

の
に
対

し
、

太
平
洋

側

は
堆
積

岩

が
優
越

し

て

い
る

こ
と

が
主

な
原

因

で
あ
る
。

も

う

一
つ
の
理
由

と
し

て
は
、

日
本

海

側

で
は

ア
ジ

ア
大

陸
か

ら

の
強

風

に
よ

る
海
食

作

用
が
、

太

平
洋
側

よ
り

は
る
か

に
き
び
し

い

こ
と

が
あ
げ

ら
れ
よ

う
。

そ

ん
な

わ
け

で
、
古

く

か
ら
渡

島
半

島

は
新
生

代

に
お

け

る
火

山
活
動

と

こ
れ

に
と

も
な

う
堆
積

作
用

の
標

式

地
と

さ

れ
、
道

立
自

然

公
園

の
各

地

に
お

い
て
も
詳

細

な
地
史

が
組

み
上

げ
ら

れ

て

い
る
。

こ
こ

で
は
代
表

的

な
地
形

と

地
質

に

つ
い
て
、

一
般

の
読
者

に
興

味

の
あ

る

テ
ー

マ
を

の
べ

て
み

よ
う
。

段

丘

地

形

公
園

の
最
東

北
端

、
弁

慶

岬

で
は
海

抜

三
〇
層

ほ
ど

の
平

ら

な
丘

の
上

に
弁
慶

の
大
き

な
銅

像

が

日
本

海

を
睨
む

よ
う

に

つ

っ
立

っ
て
い
る
。

昨
年

の
秋

北
陸

旅
行

の
途

次
、
小

松

市
外

の
安

宅

の
関

趾

で
見
た
弁
慶

は
、

六
角

棒
を

手

に
し
た

歌
舞

伎

姿

で
あ

っ
た
。

ナ
ギ

ナ
タ
を
抱

え
野

武
士

然
と

し
た

弁
慶

と

、
名
優

を

モ
デ

ル
に
し
た
弁
慶

、

二

つ
の
銅
像

が
そ

れ

ぞ
れ

の
風

土
を
象

徴

し

て

い
る
よ

う

で
興

味
深

い
。

と

こ
ろ

で
こ

の
地
域

で
は

一
般

に
、

第

一
段

丘

(
六
〇
～

一
二
〇
り
川
)
、

第

二
段

丘

(
三
〇

～

六
〇
)
川
)
、
第

三
段

丘

(
一
〇
～

二
〇
摺

)

の
段
丘

が
発

達

し
、

弁

慶
が

立

っ
て

い

る
弁

慶
岬

の
小

高

い
丘

は
第

二
段

丘

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

海
岸

段

丘
は
海

中

で

の
海

食
作

用

で
平

ら

に
削

ら

れ
た
海
底

が
、

地
震

を
伴

う

地
殻
変

動

に
よ
り
、

あ

る

い
は
海

面

の
低

下

に
と

も
な

っ
て
現

わ

れ
る

も
の

で
あ

る

か
ら
、

地
殻
変

動

の
回
数

に
応

じ

て
何

段

も

の
海
岸

段
丘

が

で
き
、

上
段

の
も

の
ほ
ど

生
成

が
古

い
。
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図1桧 山および狩場茂津多道立自然公園位置図
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稲穂岬勘大浜

図2海 上から見た奥尻島北部の海岸段丘

宮津

図3勝 澗山から見た,奥尻島の高位段丘面
tl神 威山1面

t2神 威 山II面

t3青 苗 川面

奥
尻
島

の
海

岸
段

丘

奥

尻
島
は
低

平

な
丘
陵

山

地

か
ら

な
り
、
全

島

に
わ

た

っ
て

段

丘

が
よ
く
発

達

し
、
最

高

の

神

威

山

-

面

(
h

・
五

二

〇

～

五
八
○
団
川
)

か
ら
、
最

低

の

青

苗

岬

面

(
㌔

・
四

)
川
)

ま

で
、

一

一
の
海

岸

段
丘

面
が

数

え
ら

れ

て
い
る
。

こ
れ

ら

の
段

丘
は
、

瀬
棚

や
江
差

か
ら

の
連

絡

船

上
か
ら

も

よ
く
観
察

で
き

る

(
図

2
)
。
調
査

の
間

に

こ

れ
ら

の
段

丘
が
島

民

の
生
活

と

深
く
関

連

し

て
い
る

こ
と

が
わ

か

っ
た
。

神

威

山

1
、

n

面

(
h

～

防

)

は
自

衛

隊

の
駐

頓

地

と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

(図
3
)
。

島

の
北

部

で
は

ち

面
、

㌔
面

(
二
六
〇

～

一二
⊥ハ
○
団
川
)
が
球

浦
開
拓

と
し
て
開
発

さ
れ
た

が
、

あ

ま
り
成

果
は

上

っ
て
い
な

い

よ

う
だ
。

と

こ
ろ
が

最
近

こ
れ

ら

の

面

と

そ

の

下

の

ち

面

(
二
〇
〇
)
川
)
の
平

地

に
、
肉

牛

を
放
牧

す

る
た

め
大
規

模

な

草

地
開
発

が
進

め
ら
れ

て
い
る
。

林

を
ブ

ル
ド

ー
ザ

ー

で
お
し

つ

ぶ
し

て
谷
を

う
め

る
乱
暴

な

土

木

工
事

を
見

て
び

っ
く

り
し
た
。

こ

の
大
規
模

な
自

然

の
破
壊

を

い
き

ど
お

り
、

牛

肉
自

由
化

を

心
配
す

る
農

民
た

ち

の
反
対

に
も

か
か
わ

ら
ず
、

計
画

は
す

す

め

ら
れ

て
い
る
。

ま

た
島

の
中

・
南

部

の

㌔
、

転
面

は

広
大

な
美

事

な
ブ

ナ

の
原

生
林

に
お

お
わ

れ

て

い
る
が
、

こ
こ

に
は
函
館

営
林

支

局

に
よ
る
伐

採
計

画

が
進

め
ら
れ
、

一
九

八
八
年

ま

で
の

五
年
間

に
八
、

四
〇
〇

立
方
M
川
が
伐
採

さ

れ
、

さ
ら

に
八
九

年

以
降

五
年
間

に
四
、

五
〇

〇
立
方
り
川
の
伐

採

が
予
定

さ
れ

て

い
る
。

八
九

・
九
〇

年

に
は
、
集
中

豪

雨

に
よ
り
、

大
量

の
土
砂

が
海
中

に
流

れ

こ
み
、
養
殖

の
ア

ワ
ビ
稚

貝

や

ウ

ニ

が
全
滅

す

る
な
ど

の
被

害

が
お
き

た
。

こ
れ
を

ブ

ナ
林

伐
採

の
結
果

と
見

て
、

住

民

の
伐

採
反
対

の
運

動
も
起

り
、

道
協

会

も

ブ

ナ
林

伐
採

中

止

の
要
望
書

を
提
出

し

て

い
る
が
、

函

館

支
局

は
中

止

の
姿
勢

を

見

せ
て

い
な

い
。

白

神
山

の
ブ

ナ

林
は
全

国
的

な
世

論

で
保
護

さ

れ
た
が
、

人

目

に

つ
か

ぬ
離

島

の
ブ

ナ
は
伐
採

さ

れ
続

け

て
い
る

の
は
許

し
難

い
。

島

の
南

端
青

苗

岬

に
は

妬

の
段

丘
面

(
四
層

)

の
上

に
、

一
八
八
○
年

こ
こ

に
座
礁

し

た
英
国
軍
艦

を
、

島

民

の
協

力

な

ど

で
離
礁

さ

せ

た

こ
と
を
記

し
た
高

さ

二
〇
回
川
の
記
念

碑

が
建

っ
て

い
る
が
、

一
九

八
三
年

日
本
海

中

部
地
震

の
津

波

の
し

ぶ
き

が
、

こ

の
記
念

碑

を
越

え
た
と

い
う
。

島

の
北

端

稲
穂

岬

に

も
縄

文
海

進

で
形

成

さ
れ

た

妬

の

段

丘
面

が

ひ
ろ
が

り
、
安

山
岩

の
岩
礁

の
上

に
白

い
花
山岡
岩

礫

と
黒

い
安
山

岩
礫

が

塁

々
と
重
な

り
、

こ
れ
を
積

み
重

ね

た

石
塔

が
無
数

に
散

在

す

る
。

道
南

五
大
霊

場

の

一
つ
で
、

縁

日

に
は
道
内

各
地

か
ら

の
参

詣
者

で
賑
わ

っ
て

い
る
。

島

の
東

北

の
宮
津

に
は

㌔

(
八
○
～

一
〇

〇
M
川
)
面

の
段

丘

が
海

で
切

ら
れ
、

シ

ル
ト
岩

・
砂
岩

の
互

層
、

玄
武

岩
溶

岩

や
岩
脈

か

ら
な

る
荒

々
し

い
断
崖

は
格
好

な

ウ
ミ
ネ

コ
の

コ

ロ
ニ
ー
と

な
り
、

近

く

の
宮
津
小
学

校

の
児
童

た
ち

が
そ

の
観
察

を

つ
づ
け

、
立

派

な
報
告
も

出
さ
れ

て
い
る
。
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岬こ
れ
ら

の
平
ら

な
段

丘
面

と
対
照

的

に
、

荒

々
し

い
山
な

み
が

一
気

に
海

に
な
だ
れ

落
ち

て
い
る

の
が

岬
だ
。

瀬
棚

の

リ

ッ

シ

ョ

ウ

町

の
立
象

山

の
展
望

台

に
上

る
と
、

眼
下

に
は
町

の
ト

レ
ー

ド

マ
ー

ク

の
三
本
杉

の
岩

体
が

見
下

さ
れ

、

広

々
と
し
た

段

丘

の
上

に
は
、

狩
場

山
が

ひ
と

き
わ

高

く
餐

え
、

そ

の
尾

根

が

お
も

む

ろ

に
下

っ
た
西

の
端

で
、

一
気

に
日
本
海

に
没

し

て

い
る
。

そ

こ
が
茂
津

多

岬
だ
。

段

丘
が

静

の
地
形

な
ら
、

荒
海

に
立

ち
向

う
岬

は
動

の
地
形

と

い
え
よ

う
か
。

こ
の
茂
津

多

岬

の
よ
う

に
火

山
岩

か
ら

な

る
岬

は
、

北

か

ら
白

糸

岬
、

藻

岩
岬
、

長
磯

岬
、

鮪

ノ
岬

、
大

澗

ガ
崎

が

あ

シ
ビ

げ

ら
れ

る
。

こ
の
中

で
興
味

あ

る

の
は
鮪

の
岬

を
構
成

す

る

玄
武
岩
質
安

山
岩

が
、

柱
状
節

理
と
板
状
節

理

の
組

み
合
さ

っ

た
複
雑

な
美
し

い
模
様

を
示
し

て
い
る

こ
と
だ
。
そ

の
パ

タ
ー

ン
が

マ
グ

ロ
の
ウ

ロ
コ
に
似

て
い
る

と

い
う
所

か
ら
、
鮪

の

岬

の
名

が

つ
い
た
。

花

崩

岩

か
ら

な
る
岬

と

し

て
は
、

毛

無

山

の
花

山岡
岩
体

か

ミ

ダ
レ

ら

な
る

水
垂

岬
、

尾
花

岬
、

そ
れ

に
帆

越
岬

で
、

巨
大

な
花

山岡
岩

塊

が
荒

波

の
中

に
立
ち
並

ぶ
光

景

は
、

火

山
岩

の
そ
れ

と

は
異

っ
た
重

厚

な
印
象

を

人
び

と

に
与

え

て
い
る
。

長

い
間

、

こ
れ

ら

の
岬
は
海

岸

の
交

通

の
大
き

な
障
壁

で

あ

っ
た
。

私

も
十
数

年
前

北
大

の
地

質

巡
検

で
学
生

を
引

率

し

て
茂
津

多
岬

付
近

を

見
学

し
た
折

は
、

再

び
瀬
棚

に
戻

っ

て

か
ら
札

幌

に
帰

っ
た
。

今
度

の
調

査

の
時

に
は
、

一
九

七

八
年

に
完

成

し
た
長

さ

一
、

九
七

八
屑

の
茂
津

多

ト

ソ
ネ

ル

に

よ

っ
て
、

か

つ
て
の
難
所
を

何

の
苦

も
な

く
通

る

こ
と

が

で
き

た
。

北

の
雄

冬

ト

ソ
ネ

ル
な
ど

と
と

も

に
永
年

人
び

と
を
苦

し

め
た

陸

の
孤
島

を
解

消

し
た
道

開
発

局

の
努

力
は
高

く
評
価

す

る

一
方

、

日
高
横

断
道

路

な
ど

は

こ
う
し

た
社
会

的
意
義

も
少

く
、

原
始

自
然

の
破

壊

の
み
が

大
き

く
、

ま
さ

に
対
極

的

な

も

の
だ

と
感
ぜ

ざ

る
を
得

な

い
。

白糸 トソネル付近の

親子熊石

図4B長磯海岸の親子熊岩図4A

火

山
岩

類
1

と
く

に

ハ
イ

ア

ロ
ク

ラ

ス
タ
イ

ト

こ
の
地

域

の
海

岸

に
は
種

々

の
火

山
岩
が
分
布

し
、

日
本

海

の
荒

波

で
削

ら
れ
、

あ

る

い
は
絶
壁

と
な
り
、

さ

ま
ざ

ま

な
形

の
奇
岩

と

な

っ
て

い
る
。

こ
れ

ら

は

い
ず

れ
も
第

三
紀

に
海
底

で
お

こ

っ
た
火

山
活

動

で
噴

出

し
た
安

山
岩

や
玄

武
岩

の
溶
岩

か
ら

な

っ
て

い
る

が
、

こ
れ

に
と
も

な

っ
て
、

溶
岩

が
海
水

と

の
接

触

で
急

冷

し

て
生

成
し

た
ガ

ラ

ス
質

破
片

の
集
合

し
た
岩

石
が
見

ら
れ

る
。

こ
れ
ら

は

ハ
イ

ア

ロ
ク

ラ

ス
タ

イ
ト

(
水
冷

破
砕

岩
)

と

よ
ば

れ
、

こ

の
地

域

に
は
様

々
な
型

の
も

の
が

あ

っ
て
、

ハ
イ

ア

ロ
ク

ラ

ス
タ
イ

ト

の
展

示

場
と
も

い
え

よ
う
。

と
き

に
は
枕
状

溶
岩

も

ふ
く
ま

れ
、

ま

た
溶
岩
を
供

給

し
た

と

こ

ろ
が

岩
脈

と
な

っ
て
露

出

し

て

い
る
と

こ
ろ

も
見

ら
れ

る
。

固

い
溶

岩
と

も
ろ

い
ガ

ラ

ス
質
破

片
が
混

り
合

っ
て
い
る

の

で
、

海
食

の
結

果

い
ろ

い
ろ

な
形

の
奇
岩

が
方

々

に
立

っ

て
お

り
、

ダ

ル

マ
岩
、

女
郎

岩
、

立
岩

な
ど

と
呼
ば

れ

て

い

る
が
、

中

で
も
傑
作

は
親

子

熊
岩

で
、

白
糸
岬

と
長
磯

岬

の

ニ
ケ
所

で
見
ら
れ
た
。

夕
映

の
空

に
う
か
ぶ

シ
ル

エ

ッ
ト
は
、

子
熊

を

い
と

お
し
む

母
熊

の
愛

情

を
見

る
人

の
心

に
刻

む

こ

と

で
あ

ろ
う

(
図

4
A

と
B

)
。

な
お

ハ
イ

ア

ロ
ク

ラ

ス
タ

イ

ト

で
は
な

い
が
、
奥

尻

島

の

シ

ソ
ボ

ル
鍋

釣
岩

は
、

砂
岩

を

つ
ら

ぬ
く
安

山
岩

が
海

食

で
残

っ
た
あ

と
、

そ
の
中

央
が

た
く
み

削

ら
れ
環

の
よ
う

に
な

っ
た
美

事

な
天
然

の
工

で
あ
る
。

奥

尻
港

に
船

が

入
る
と

こ

の
岩

が

見

え

て
き

て
、

「
あ

&
奥

尻

に
着

い
た

ナ
…
」

と
思

わ

せ
る

(
図

5
)
。

狩

場

山

こ
の
よ

う
な
古

い
火

山
岩

の
基

盤

の
上

に
立

っ
て
い
る

の

が

、
本

地
域

の
最
高

峯

の
狩

場
山

(
一
五

一
九

・
九
層

)

で

あ

る
。

西
方

の
茂
津

多
岬

、
南

方

の
真
駒
内

川

と
東
方

の
賀

老

原
野

か
ら

登
る

三

つ
の

ル
ー

ト

の
う
ち
、

私
達

は
最

短

で

楽

な

賀
老

コ
ー

ス
を

え
ら

ん
だ
。

ブ

ナ

や
ダ

ケ
カ

ン
バ

の
林

4



を

ぬ
け
る
間
、
同
行

の
三
浦

二
郎
さ

ん
が

「
ホ
ー

ツ
ホ
ー

ッ
」

と

大
き

な
声

を

上
げ

な
が

ら
登

る
。

ク

マ
除
け

の
お

ま
じ

な

い
だ
。

幸

い
熊

は
出

な

か

っ
た
。

東
狩

場

山

(
=
一=

八

・

八
団
川
)

の
肩

に
出

て
か
ら

ゆ
る

や

か
な
尾
根

を

上

る
と
も

う

そ
こ
が
頂

上
だ
。

一
等

三
角

点
だ

け

に
眺
望

は
素
晴

ら
し

く
、

山
腹

を

お

お
う
美

事

な
ブ

ナ

の
原

生
林

が

よ
く

見
え

る
。

地
質

図

を
詳

し
く
検

討

す
る

と
、
東

方

か
ら
時

計

廻
り

に

フ

モ

ソ
岳
、

東
狩

場

山
、
狩

場

山
、
前

山
、

そ
れ

に
オ

コ
ツ

ナ
イ
岳

が
半

径

四
㎞

の
半

円
形

に
並

び
、

そ

の
外
側

は
溶
岩

流

の
原

地
形
が
保

た
れ

て
い
る

の
に
、
内
側

は
急
斜
面

で
所

々

に
基

盤

の
岩

石

が
露

出

し
て

い
る

こ
と
が

注

目
さ
れ

る
。

こ

の
よ

う
な
特

徴

か
ら

判
断

す
る

と
、
狩

場

山
火

山
体

の
上

部

を

破
壊

し

た
、

大
き

な
爆
裂

火

口
で
あ

る
可
能

性
も

あ
り

そ

う
だ
。
最
近

の
研
究

に
よ
る

と
、

狩

場
山

溶
岩

の
K

ー
訂
年
代

は
奥尻島のシソボル鍋釣岩図5

二
五
万
年

で
、
従

来
考

え
ら
れ

て
い
た

よ
り
は
る

か

に
若

い
。

チ

ハ
セ

狩
場
山
の
東
方
賀
老
原
野
の
千
走
川
の
賀
老
の
滝
は
、
美

事
な
柱
状
節
理
を
も
つ
狩
場
山
溶
岩
の
絶
壁
に
か
玉
り
、
高

さ
七
〇
層
、
巾
三
〇
材
、
と
う
と
う
と
水
煙
を
あ
げ
て
い
る

の
は
北
海
道
で
も
屈
指
の
名
爆
と
い
え
よ
う
。

一
九
八
七
年

朝
日
新
聞
に
よ
る
北
海
道
自
然

一
〇
〇
選
に
入
っ
て
い
る
。

狩
場
山
の
東
方
の
大
平
山

(
一
一
九
〇

・
六
団
川)
は
石
灰

岩
か
ら
な
り
、
頂
上
の
北
方
に
は
九
〇
〇
～

一
、
○
○
○
層

の
緩
斜
面
が
あ
り
、
航
空
写
真
の
判
読
に
よ
れ
ば
浸
食
平
坦

面
で
化
石
周
氷
河
地
形
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
。

シ
リ

ベ
シ

後

志

火

山

二
〇
万
分
の

一
海
底
地
形
図
を
見
る
と
、
奥
尻
島
は
渡
島

半
島
の
西
に
平
行
し
、
ほ
父
南
北
に
の
び
た
奥
尻
海
嶺
の
上

に
あ
り
、
こ
の
海
嶺
は
西
側
は
断
層
で
切
ら
れ
、

一
挙
に
二
、

○
○
○
)
川
の
海
底
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
こ
の
奥
尻
海
嶺
の

シ

リ

ペ

シ

北
の
延
長
上
、
積
丹
半
島
か
ら
西
北
六
〇
㎞
に
あ
る
後
志
海

山
は
、
三
、
五
〇
〇
折
の
海
底
か
ら
三
、
四
〇
〇
層
の
高
さ

に
そ
び
え
る
円
錐
型
の
海
山
で
、
そ
の
頂
上
は
海
面
下

二

〇
摺
に
過
ぎ
な
い
。

最
近
北
海
道
東
海
大
学
が
行

っ
た
海
洋
調
査
で
、
こ
の
海

山
を
構
成
す
る
安
山
岩
、
石
英
安
山
岩
、
玄
武
岩
な
ど
が
採

集
さ
れ
、
そ
の
安
山
岩
の
K
l
亙
年
代
が
九
〇
万
年
と
決
定

さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
海
山
は
第
四
紀
に
活
動
し
た
高

さ
約
三
、
四
〇
〇
層
に
及
ぶ
火
山
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、

後
志
火
山
と
命
名
さ
れ
た
。

溶
岩
の
化
学
組
成
を
見
る
と
、
北
の
利
尻
岳
、
南
の
渡
島
大

島
の
溶
岩
と
共
通
し
た
特
徴
を
示
し
、
東
日
本
火
山
帯
の
う

ち
で
、
も

っ
と
も
ア
ル
カ
リ
に
富
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

か
と
な
っ
た
。

花

歯

岩

類

こ
の
公
園
内
で
の
花
山岡
岩
の
露
出
は
奥
尻
島
の
い
く
つ
か

の
岩
体
と
、
奥
尻
島
に
対
峙
す
る
渡
島
半
島
の
毛
無
山
を
中

フ

ト

ロ

心

と
し

、
水
垂

岬

か
ら
帆

越
岬

に
分
布

す

る
太
櫓

岩
体

の
み

で
あ
る
。

こ
れ
ら

は

い
ず

れ

も
角
閃

石
、
黒

雲

母
を

ふ
く
む

花
山岡
閃

緑
岩

で
、

そ

の
K

l
亙
年
代

は
黒
雲

母

に

つ
い

て
測

定

さ
れ

て
い
る
が
、

奥

尻
岩
体

が

九
、

五
〇

〇

万
年
、

太
櫓

岩
体

が

一
億

一
、

四
〇
〇

万
年

で
、

時
代

か
ら
見

る
と
、

東

北

地
方

の
阿

武
隈
花

山岡
岩

帯

に
属
す

る

こ
と
が
確

か

め
ら
れ

た
。水
垂

岬

の
東

の
鵜

泊

の
海
岸

の
立

岩

に
は
、
白

黒

の
縞

模

様

の
岩

石

が
露
出

し

て
人

目
を

ひ
く
。

よ
く
見

る
と
白

い
部

分

は

石
英

と
長
石

か
ら

な
り
、

黒

い
部
分

は
黒
雲

母
、
角

閃

石
、

と
き

に
ザ

ク

ロ
石

を
交

え

て
お
り
、

そ
れ

ぞ
れ
砂

岩
質

と
泥

岩

質

の
互
層

し
た

堆
積

岩

が
、

太
櫓

花
山岡
閃

緑
岩

の
接

触
変

成

作

用
を

う
け

て
、
白

黒
縞
状

の
ホ

ル
ソ

フ

ェ
ル
ス
に

な

っ
た

の
で
あ

る
。

と

き

に
は

ま
る

で
本

で
も
折

り
曲

げ

た

よ
う

な
美
事

な
摺

曲
構

造
が

見

ら
れ
る
。

江
差

の
鴎

島

江
差

追

分

に
歌

わ
れ

る
鴎

島

は
、
江
差

の
町

と
防

波
堤

で

つ
な

が
れ

た
海
岸

段
丘

の
島

だ
。

強

い
西
風

の
た

め
島

の
平

ら
な

頂

は
草
原

で
木
も

育

た
ず
、

東
側

に
だ

け
イ

タ
ヤ

や
ミ

ズ

ナ

ラ
が

生

え

て
い
る
。

そ

の
下

の
海

中

に
立

っ
て

い
る

の

が
瓶
子
岩

、

ト

ッ
ク
リ
を
逆

立

さ
せ
た
よ
う

な
危

げ
な
岩

に
、

し

め
な

わ
が
ネ

ジ
リ
鉢

巻

の

よ
う

に
か

鼠

っ
て

い
る

の
が

人

目
を

ひ
く

。

西
側

の
千
畳

敷

は
凝
灰
角

礫
岩

が

一
面

に
露

出

し
、

風

で
削

ら
れ
た

面

に
岩
脈

や
珪
化

作
用

で
固

く
な

っ
た

部
分

が

ア
バ

ラ
骨

の
よ
う

に
突

出
し

て

い
る
。

い
ず

れ
も

海

底
噴

火

の
名
残

り
だ
。

海

食

で
削
ら

れ
た
台

地

に
大
き

な
凹

み
が

あ
り
、

水
が
た
ま

っ
て
い
る
。

名
づ

け

て
弁
慶

の
足
跡

。

こ
こ

に
も
弁
慶

は
生

き

て

い
る
。

5



元
和
台
海
浜
公
園

ト

ッ

プ

江
差

町

の
北

方

乙
部
町

の
突

符
岬

付
近

は
道

立
公

園

に
は

入

っ
て

い
な

い
が
、

安

山
岩

の
岩
礁

が
発
達

し
、
岬

に
抱

か

れ

た
海

浜

は

い

い
海

水
浴

場

と
な

っ
て
い
た
。

乙
部

町

は
最

近

こ
こ
を
防

波

堤

で
か

こ

み
、

荒
波

を

さ
け

る
海

の
プ

ー

ル

を

つ
く

っ
た
。

「
元
和

台
海

浜
公
園

」

と
よ

ん

で

い
る

が
、

近

隣

か

ら

の
海

水
浴

客

が
大
勢

訪

れ

て
い
る
。

小

規
模

で
は

あ

る
が
、

地

元
住

民

の
創
意

に
よ
る
リ

ゾ
ー

ト
開

発

の

一
つ

の
例

と

し

て

こ
こ

に
紹

介

し
た

い
。

奥
尻
島
の
パ
ー
ラ
イ
ト

公
園
地
域
内
の
地
下
資
源
と
し
て
は
、
安
山
岩
や
玄
武
岩

が
各
地
で
石
材
ま
た
は
バ
ラ
ス
と
し
て
採
石
さ
れ
、
ま
た
軽

石
質
凝
灰
岩
が
鹿
沼
土
の
代
用
と
し
て
、
採
掘
さ
れ
て
い
る

以
外
に
は
目
ぽ
し
い
も
の
は
な
い
。

そ
ん
な
中
で
、
奥
尻
島
の
パ
ー
ラ
イ
ト
は
注

目
に
値
い
す

カ
ツ

マ

る
だ

ろ
う
。

奥

尻
島

第

二
の
山
勝
澗

山

(
四

二
七

・
七
団
川
)

の
頂

上
付
近

に
は
花

崩

岩

や
第

三
紀

層

を
貫

ぬ
く
流

紋

岩
が

産

出

す
る
。

こ
れ

に
は

灰
白

色
流

状
構
造

の
緻

密

な
岩
質

か

ら

、
黒

っ
ぽ

い

ガ
ラ

ス
質

の
も

の
ま

で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
含

水

量

二
～

五
%

の
パ
ー

ラ
イ
ト

(真

珠
岩

)

で
加
熱

す

る
と

八
○

○
～

一
二
〇

〇
度

で
急

に
膨
脹

し

て
ポ

ッ
プ

コ
ー

ソ
の

よ
う

に

な
る
。

こ
の
膨

脹

パ
ー

ラ
イ

ト
は
建
築

材

料
、
断

熱

材

、

防
音

材

な
ど

と

し

て
広

い
用

途
が

あ
る
。

現

在

こ

の
原

石

の
パ
ー

ラ
イ

ト
は
勝
澗

山

で
採

掘

さ
れ
、

本
州

の
工
場

に
送

ら

れ

て

い
る
。

東
洋

一
の
硫
黄
鉱
山

こ
の
勝
澗
山
の
中
腹
南
斜
面
に
、
か
つ
て
奥
尻
硫
黄
鉱
山

が
あ
り
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
盛
ん
に
稼
行
さ
れ
て
い
た
。

主
に
稼
行
さ
れ
て
い
た
の
は
幌
内
川
支
流
の
白
水
沢
流
域
の

盆
地
状
に
な
っ
た
部
分
で
、
凝
灰
岩
質
の
砂
岩
泥
岩
の
互
層

が
分
布

し
、

ラ
ミ
ナ

に
そ

っ
て
淡

黄
色

の
硫

黄

を

ふ
く
む

も

の
が

あ
る
。

ま

た
噴
気

活

動

の
行

わ
れ

た

部
分

で
は
角

礫

凝

灰
岩

の
孔
隙

の
中

に
硫

黄

が

ふ
く
ま
れ

、

と
き

に
は
半

透

明

黄
色

の
い
わ
ゆ

る

「
タ

カ
の

目
硫

黄
」

も

見
出

さ
れ

る
。

こ

の
よ
う
な
産

状

か
ら

見

る
と
、

登
別

温
泉

の
大

湯
沼

や

ニ
セ

コ
の
イ

ワ
オ

ヌ
プ

リ

の
硫

黄
鉱
床

と

同

じ
よ

う

に
、

火

口
湖

内

に
噴
出

し

た
硫
黄

が
、

泥
土

と
と

も

に
沈
澱

し

て
層

状
鉱

床
が

生
成

さ
れ

た

の

で
あ
ろ

う
。

当
時

は
東
洋

一
の
生
産

量

を
誇

り
、
鉱

山
事

務
所

、
製

錬

所

、
住
宅

は

も
と

よ

り
、

小

学
校

も
お

か
れ
繁

栄

を
き

わ
め

た
と

い
う
。
現

在

は

そ

の
残

骸
す

ら
も

見
出

し
得

ず
、
鉱

業

の
盛
衰

ま

こ
と

に

一
場

の
夢

の
感

を
禁

じ
得

な

か

っ
た
。

温

泉

公
園

地
域

内

に
は

温
泉

は
少

な
く

な

い
。

奥

尻
島

で
は
幌

内
、

神
威

脇
、

磯
谷

岬
、

湯

の
岬

に
あ

る

が
、

現
在

浴
用

に
供

さ
れ

て
い
る

の
は
、
幌

内

と
神
威

脇

の

ニ
カ
所
。
幌

内

は
食

塩
泉

で
、

住
民

の
共

同
浴

場
、

町
民
宿

舎

に
用

い
ら
れ

て
お

り
、

神
威
脇

は
断

層

に
沿

う
も

の
で
や

は

り
食
塩
泉

。

町
営

の
神
威

脇

温
泉

と
し

て
利

用
さ

れ

て

い

た

が
、
最
近

大

手
資

本

に
よ

る
リ
ゾ

ー

ト
ホ

テ

ル
が
建

て
ら

れ
、

さ
ら

に

コ
ソ
ド

ミ

ニ
ア
ム
建
設
計

画

が
す

x
め
ら
れ
、

地

域
経
済

に
大

き

な
波
紋

を
投

じ

て

い
る
。

ア
ッ

サ

ブ

半
島
部
の
方
で
は
、
厚
沢
部
町
の
五
厘
沢
温
泉
が
も
っ
と

も
知
ら
れ
、
流
紋
岩
中
か
ら
得
ら
れ
た
弱
食
塩
泉
で
あ
る
。

ケ
ソ
イ
チ

ま
た
熊
石
町
見
市
川
に
沿
う
見
市
温
泉
が
あ
る
。
チ

ハ
セ

北
部

の
島
牧

村

に

は
泊
川

に
そ

う
宮
内

、

千
走

川

に
そ
う

千

走
、

本
別

川

に
そ

う
永
豊

な
ど

温
泉

が
多

い
。

い
ず

れ
も

ボ
ー

リ

ソ
グ

に
よ

っ
て
得

ら
れ
た

も

の
だ
が
、

宮

内

は
単
純

泉

、
千

走

は
重
炭

酸

ソ
ー

ダ
が
主

成
分

で
あ
り
、

永
豊

は
食

塩

泉

で
あ

る
。

最
後

に
島

牧
村

泊

川

の
河

口
か
ら
約

一
〇

㎞

上
流
左

岸

に

カ

ジ
カ

あ

る
泊

河
鹿

温
泉

に

つ
い
て
の

べ
よ

う
。

こ
れ

は
泊
川

層

の

石
灰
岩
中

か
ら
湧

出
す

る
も

の

で
、

河
原

に
高

さ

二
)
川
近

い

石
灰
華

の
沈

積
塔

を

つ
く
り
、

そ

の
頂

上
部

か
ら
高
温

の
温

泉

が

あ
ふ
れ

出

て

い
る
。

大

平
山

へ
の
登
山
者

ら
は

河
原

に

穴

を

掘

っ
て
流

し

、
適

温

と

し

て
入

浴

を
愉

し

ん

で
い

る

(
図

6
)
。

泊河鹿温泉の石灰沈澱塔図6

本
文
に
は
文
献
は
省
略
し
た
の
で
、
さ
ら
に
詳
細
を
望
ま

れ
る
方
は
、
当
協
会
よ
り
発
行
さ
れ
た
道
立
自
然
公
園
総
合

調
査

(桧
山
道
立
自
然
公
園
)
報
告
書

(
一
九
八
八
年
)
及

び
狩
場
茂
津
多
道
立
自
然
公
園
総
合
調
査
報
告
書

(
一
九
八

九
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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